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献
燈
祭　
八
月
一
日
（
第
一
日
曜
日
）　

午
後
五
時

火
は
、
我
々
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

時
に
は
災
い
の
元
に
も
な
り
ま
す
。
火
が
も
た
ら
す
日
々
の
恵

み
に
感
謝
し
、
災
い
の
元
に
な
ら
な
い
よ
う
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
揺
ら
め
き
で
我
々
の
祖
霊
を
和
め
、
稲
荷
大
神
様
の

御
神
威
に
よ
り
国
家
繁
栄
と
と
も
に
皆
様
の
諸
祈
願
成
就
を

祈
念
致
し
ま
す
。

皆
様
の
祈
願
が

書
か
れ
た
行
燈
に

夕
刻
、
一
斉
に
灯

り
が
灯
さ
れ
ま
す
。

＊�

行
燈
を
ご
奉
納
さ

れ
る
方
は
、
当
社

に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

紙
行
燈

　
　
　

壱
千
円
よ
り

　

小
行
燈

　
　
　

伍
千
円
よ
り

　

大
行
燈

　
　
　

壱
萬
円
よ
り

笠
間
稲
荷
神
社
祭
事
予
定

笠
間
稲
荷
神
社
祭
事
予
定

　

一
日	

月
次
祭

　

九
日	

旧
大
祓
式

　

七
日	

一
の
午

　
一
日	
献け

ん

と

う

さ

い

燈
祭

	
月
次
祭
	

事
比
羅
祭
	

末
社
祭

十
二
日	

一
の
午

七
月

八
月
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五
日	

一
の
午

	
十
一
日	

一
の
午

　
　

一
日	

月
次
祭

　
　

一
日	

月
次
祭

　

十
七
日	
神
嘗
奉
祝
祭

　

十
九
日	
尚
歯
祭

二
十
五
～
二
十
七
日
　
本も

と

み

や

さ

い

宮
祭

二
十
二
日	

中
秋
祭

　
十
六
日	

菊
ま
つ
り
開
催
奉
告
祭
・
開
場
式

二
十
三
日	

小
笠
原
流
弓
馬
術
礼
法
三さ

ん
さ
ん
く
て
ば
さ
み
し
き

々
九
手
挟
式

	
	

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

九
月

十
月

小
笠
原
流
弓
馬
術
礼
法
三
々
九

手
挟
式     

九
月
二
十
三
日　

午
後
十
二
時
三
十
分

古
来
三
々
九
手
挟
式

は
、
武
家
社
会
で
は

正
月
四
日
の
弓
始
式

の
時
に
限
り
行
わ
れ

た
厳
格
な
弓
の
儀
式

で
、
文
武
を
統
べ
る

道
と
し
て
天
下
泰
平

を
祝
う
射
礼
で
す
。

心
身
を
正
し
、
邪
心

を
祓
い
、
境
内
に
て

厳
格
に
儀
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

本
宮
祭

十
月
二
十
五
～
二
十
七
日　

午
前
十
一
時

本
宮
祭
は
当
社
の
御
祭
神
・
宇
迦
之
御
魂
大
神

の
御
分
霊
を
勧
請
し
、
地
域
の
神
社
や
、
家
庭

の
守
護
神
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
崇
敬
者

を
全
国
か
ら
お
招
き
し
て
、
大
神
様
の
ご
加
護

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
国
家
の
安
泰
、
各
奉
祀
者

の
繁
栄
を
祈
る
大
祭
で
す
。
当
社
の
御
分
霊
は
、

北
海
道
か
ら
九
州
、
さ
ら
に
は
海
外
に
ま
で
広
く

お
祀
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
祭
は
春
と
秋
交
互

に
毎
年
斎
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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神
事
流
鏑
馬 

（
11
頁
参
照
） 

十
一
月
三
日　

十
時
、
十
四
時

江
戸
時
代
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
命
を
受
け
た
小
笠
原
流

二
〇
代
小
笠
原
貞
政
が
制
定
し
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

小
笠
原
流
の
流
鏑
馬
で
す
。

小
笠
原
流
一
門
の
射
手
お
よ
び
氏
子
、
古
武
道
振
興
会
の

方
々
が
奉
仕
し
、
稲
荷
の
大
神
様
と
縁
の
深
い
農
業
の
豊
凶
を

占
う
と
共
に
、
流
鏑
馬
の
古
儀
、
古
術
を
保
存
す
る
為
に
行
わ

れ
ま
す
。

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭  十

一
月
二
十
三
日　

午
前
十
時

新
嘗
祭
は
、
宮
中
お
よ
び
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
収
穫
祭

で
、
豊
穣
を
祈
る
二
月
の
祈
年
祭
と
対
置
さ
れ
ま
す
。

当
神
社
で
は
新
嘗
祭
に
併
せ
て｢

献
穀
献
繭
祭
（
け
ん
こ
く

け
ん
け
ん
さ
い
）｣

が
行
わ
れ
、
今
年
と
れ
た
新
穀
や
新
繭
を

奉
納
し
、
神
前
に
収
穫
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
と

養
蚕
業
の
発
展
を

め
ざ
し
て
、
献
穀

品
評
会
、
献
繭
品

評
会
が
行
わ
れ
、

出
品
さ
れ
た
品
々

は
境
内
に
展
示
さ

れ
、
厳
格
な
審
査

の
後
、
優
秀
者
を

表
彰
し
ま
す
。

	
一
日	

月
次
祭

	

三
日	
神し

ん

じ事
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬

	
	

明
治
祭

	

四
日	

一
の
午

	

十
五
日	

霜し

も

つ

き

さ

い

月
祭

	

二
十
一
日	

舞
楽
祭

	

二
十
三
日	

新に

い

な

め

さ

い

嘗
祭
・
献け

ん

こ

く

け

ん

け

ん

さ

い

穀
献
繭
祭

十
一
月
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御
火
焚
串
炎
上
祭 

十
二
月
二
十
二
日　

午
前
九
時

当
社
で
は
、
毎
年
冬
至
の
日
に
御
火
焚
串
炎
上
祭
を
斎

行
致
し
ま
す
。
御
火
焚
串
は
木
製
の
板
に
参
拝
者
自
身
が

住
所
・
氏
名
・
願
事
な
ど
を
記
入
し
神
前
に
奉
納
し
た
も

の
で
、
火
の
霊
力
に
よ
っ
て
罪
穢
れ
を
祓
い
、
願
意
成
就
・

無
病
息
災
・
除
災
招
福
を
祈
願
し
ま
す
。

積
み
上
げ
た
御
火
焚
串
に
点
火
し
、｢

大
祓
詞｣

（
お
お

は
ら
え
の
こ
と
ば
）
を
全
員
で
奉
唱
い
た
し
ま
す
。

 

＊�

串
を
ご
奉
納
さ
れ
る
方
は
、
当
社
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
【
初
穂
料
】
伍
佰
円

鹿
島
祓	

十
二
月
二
十
八
日　

午
前
十
時

十
二
節
の
青
竹
の

頂
部
に
山
鳥
の
羽
を
差

し
立
て
、
上
記
写
真
の

よ
う
に
飾
り
付
け
た

当
社
独
自
の
祓
具
と
酒
、

塩
を
用
い
、
社
殿
、
神
苑

を
祓
う
神
事
で
す
。

こ
の
、
鹿
島
祓
に

よ
り
御
本
殿
を
始
め
、

社
務
所
各
部
屋
を
祓
い

清
め
た
の
ち
、
当
社
は

新
年
を
迎
え
る
準
備
に

入
り
ま
す
。

	

一
日	

月
次
祭　
　

	

十
日	

一
の
午

	

二
十
二
日	

御お

火ひ

焚た

き

串ぐ

し

炎え

ん

上
じ
ょ
う

祭さ

い

	

二
十
三
日	

天
長
祭

	
二
十
八
日	

鹿か

し

ま

ば

ら

い

島
祓

	
大
晦
日	

年
越
の
大
祓

十
二
月
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第
１
景
　
少
年
時
代
の
龍
馬

第
２
景
　
龍
馬
と
佐
那

第
３
景
　
黒
船
と
の
遭
遇

第
４
景
　
龍
馬
、
水
戸
藩
士
と
会
う

第
５
景
　
勝
海
舟
の
評
判

第
６
景
　
龍
馬
、
咸
臨
丸
に
乗
る

第
７
景
　
薩
長
同
盟

第
８
景
　
寺
田
屋
事
件

第
９
景
　
龍
馬
、
お
龍
と
結
婚
す
る

第
10
景
　
亀
山
社
中
か
ら
海
援
隊
へ

第
11
景
　
龍
馬
の
里
帰
り

第
12
景
　
写
真
好
き
な
龍
馬

第
13
景
　
龍
馬
と
お
慶

番
外
①
　
桜
田
門
外
の
変

番
外
②
　
龍
馬
、
お
龍
と
新
婚
旅
行

②
由
来
と
歴
史

　

当
社
の
菊
祭
り
は
先
々
代
宮
司
塙

嘉
一
郎
が
日
露
戦
争
で
荒
廃
し
た
人
心

を
和
め
る
為
に
、
明
治
四
十
一
年
に
社
内

に
農
園
部
を
設
け
、
境
内
に
菊
花
を

展
示
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の

後
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
見
せ
方
の

工
夫
を
重
ね
、
現
在
に
到
り
ま
す
。
笠
間

の
菊
は
国
際
菊
花
展
で
一
等
賞
に
当
た

る
「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
様
々
な
品
評
会
に
お
い
て
高
い

評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
茨
城
県
菊
花
連
盟
や
笠
間
市

の
菊
愛
好
家
達
、
笠
間
の
小
中
学
生
の

協
力
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

①
菊
人
形
展
「
龍
馬
伝
」

　

明
治
維
新
の
立
役
者
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
龍
馬
。

そ
の
生
涯
・
人
間
像
を
菊
人
形
を
通
し
て
表
現
し
ま
す
。

龍
馬
伝
の
場
面

菊

花

展

・

菊

人

形

展

日　
　

時　

	

平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日（
土
）

		
　

　
　

〜
十
一
月
二
十
三
日（
火
）

	

午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半

会　
　

場	

笠
間
稲
荷
神
社
境
内

	

菊
人
形
展「
龍
馬
伝
」全
十
三
景 

十
番
外

会
場
料
金　

入
場
券　

八
〇
〇
円（
大
人
）

	

　
　
　
　

四
〇
〇
円（
小
人
）

第
103
回

笠
間
の
菊
ま
つ
り
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菊
ま
つ
り
を
彩
る
菊
の
花

大菊　「厚物」と「管物」

懸崖菊

一文字菊

大丁字菊

盆栽菊 古典菊

千輪咲き
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③
菊
人
形
に
つ
い
て

　

当
社
の
菊
人
形
作
り
に
は
二
種
類
あ
り
、
一

つ
は
伝
統
的
な
技
法
を
用
い
、
菊
師
が
菊
人
形

の
元
に
な
る
胴
ガ
ラ
に
小
菊
を
衣
装
の
替
わ
り

に
着
せ
る
も
の
、
二
つ
目
は
、
懸
崖
菊
な
ど
に

用
い
ら
れ
て
い
る
技
術
を
応
用
し
、鉢
植
え
（
苗
）

か
ら
菊
を
銅
ガ
ラ
に
あ
わ
せ
て
生
育
さ
せ
る
方

法
で
す
。
開
花
の
後
、
人
形
師
が
、
頭
、
手
足

を
と
り
つ
け
完
成
に
到
り
ま
す
。
前
者
は
多
く

の
色
の
菊
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
反
面
、
花

が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
着
せ
替
え
が
必

要
と
な
り
、
後
者
は
鉢
植
え
か
ら
生
育
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
期
間
中
枯
れ
る
こ
と
な
く
着
せ
替

え
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
色
を
使
う

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
そ
の
点
を
お
含
み
頂
き
、
二
種
類
の
菊
人

形
を
見
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。
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笠間稲荷
美術館

菊花展示

（屋内）
菊人形展示

有
料
ゾ
ー
ン

（
菊
人
形

　特
作
花
壇
外
）

（屋外）
菊人形展示

トイレ

菊花壇
展示

御本殿

拝殿笠
間
稲
荷
神
社

社務所稲光閣

↓笠間駅

嘉
辰
殿

茨城県
菊花連盟
作品展

休憩所・トイレ

トイレ

手水舎

菊花展示

ポケットパーク

門前通り商店街

菊
花
展
示
ゾ
ー
ン

仲
見
世

仲
見
世

笠間稲荷全景図

菊人形展「龍馬伝」特作花壇展

『屏風絵展−室町～現代−』
期間　10月16日㈯～11月28日㈰

御祈祷受付　初穂料 3,000 円より

絵画コンクール展

きつねの土面展

茨城県菊花連盟作品展
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講
中
を
訪
ね
て

中
峰
笠
間
講
は
、
平
成
十
九
年
に
講
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
講
中

で
す
。

明
治
初
期
、
中
峰
地
区
は
国
所
有
の
野
原
で
し
た
が
、
後
に
国
か
ら
畑
の

払
い
下
げ
を
受
け
、
徐
々
に
定
住
者
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
四
十
年

旧
十
二
月
二
十
五
日
、
嶋
田
作
蔵
氏
・
高
木
興
五
作
氏
・
岡
田
喜
八
氏
の
発
願

に
よ
り
、
五
穀
豊
穣
の
神
徳
篤
い
笠
間
稲
荷
神
社
の
御
分
霊
を
勧
請
し
、
郷
土

の
守
護
神
と
し
て
祀
っ
た
の
が
中
峰
稲
荷
神
社
の
は
じ
ま
り
で
、
同
時
に
本
社

へ
の
参
拝
組
織
た
る
講
中
も
発
足
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

昔
よ
り
、
講
中
で
笠
間
稲
荷
神
社
へ
参
拝
し
た
農
家
は
豊
作
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
自
転
車

に
乗
っ
て
泊
ま
り
が
け
の
参
拝
も
あ
っ
た
と
の
事
、
講
員
の
篤
い
崇
敬
心
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲�　千葉県香取市高萩の中峰地区に鎮座する中峰稲荷神社は当社御分霊が祀られて
います。
�　�　講員等からは「いなっさま」と呼ばれ、親しまれ、同時に地元の守り神として篤く
崇敬されています。鎮座５０周年を記念して鳥居が、鎮座１００周年には手水舎が
氏子一同より奉納されました。

▶�

明
治
四
十
二
年
に
奉
納
さ
れ
た
「
胡
桃
下
稲
荷
神
社
」
の
幟
旗
は
、
現
在
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
胡
桃
下
稲
荷
神
社
」
と
は
、
昔
、
胡
桃
の
木
が
群
生
す
る
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
、
笠
間
稲
荷
神

社
の
別
称
で
す
。

中
峰
笠
間
講
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　当社には古くから「講中」という団体で参拝される
崇敬者の組織があります。
　地域、血縁、仕事仲間など、稲荷大神様とご神縁
を結ばれた様々な講中が全国各地で活動しています。
今回、ご紹介するのは・・・

講 員 紹 介

子供の頃から中峰稲
荷神社を地元の守り神

としてずっと信仰しています。
旅行に出かける時は中峰稲荷神社に安全祈願

をして出かけます。お陰で何事も無く楽しい旅
をする事が出来ます。これからも心の拠り所と
して、その気持ちを大切に引き継いで行きたい
と思います。大勢の講員と共に笠間稲荷神社へ
参拝出来るようにしたいと思っています。

高木　孝明

中峰笠間講役員

中峰区長

建築業

中峰芸座保存会会員

建築業を３５年一筋
に行って参りました。

神棚に毎日手を合わ
せて、家族の健康と仕事の安全を祈念しています。

「仕事仲間を大切に」というのが人生訓です。
中峰区の皆を誘って笠間稲荷神社へ参拝した

いと思っています。

菅谷　淑男

中峰笠間講役員

中峰区副区長

建築業

中峰稲荷神社鎮座以
来、氏子世話人を務め
二代目になります。

三橋氏と共に中峰稲荷神社の資料作成等に
尽力しています。

中峰神社の総代として、祭りの準備や神社の
管理に努めています。

平山　元一

中峰笠間講役員

中峰稲荷神社総代

農業

中峰稲荷神社鎮座以
来、氏子世話人を務め
三代目になります。親

は自転車で笠間稲荷神社へ参拝に行ったと聞き
ました。講運営にあたり、当番になれば区内の
各戸（講員）を廻り御札の希望を取るなどして
います。中峰稲荷神社の歴史を後世に伝えるた
め、資料作成にも携わっています。

三橋　武雄

中峰笠間講役員

中峰稲荷神社総代

農業

中峰稲荷神社鎮座以
来、氏子世話人を務め
四代目で、先祖は嶋田

作蔵氏です。
家族が日々平穏に過ごせて行けるのも稲荷大

神様の御利益のお陰だと感謝し、毎日神棚に手
を合わせています。入学・入社試験当日、中峰
稲荷神社に合格を祈願して会場に行き、お陰で
合格する事が出来ました。中峰稲荷神社は心の
拠り所です。

島田　正雄

中峰笠間講役員

中峰稲荷神社総代

会社員
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流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
騎
射
の
一
種

で
す
。
馬
を
馳
せ
な
が
ら
矢
を

射
る
こ
と
か
ら
「
矢
馳
せ
馬
（
や

ば
せ
う
ま
）」
と
呼
ば
れ
、
時
代

が
下
る
に
つ
れ
て
「
や
ぶ
さ
め
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
流
鏑
馬
の
名
が

最
も
古
く
見
ら
れ
る
の
は
、

平
安
時
代
の
書
、
藤
原
明
衡

の
「
新
猿
楽
記
」
で
す
。
当
時

の
流
鏑
馬
は
朝
廷
の
警
護
に
あ

た
っ
て
い
た
武
士
が
射
手
と
な

り
、
公
家
の
催
し
に
よ
り
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
に
入
る
と
、
武
家
の
儀
式

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
武
士
の

嗜た
し
な

み
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

一
方
で
流
鏑
馬
は
武
運
長
久
な
ど
の

立
願
の
た
め
に
社
寺
に
奉
納
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
の
社
寺
に
広
ま
り
ま

し
た
。
室
町
時
代
に
入
り
、
流
鏑
馬
は

い
っ
た
ん
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
命
を

受
け
た
小
笠
原
流
二
〇
代
小
笠
原
貞
政

が
奧
勤
め
の
武
士
た
ち
に
稽
古
を
つ
け

た
こ
と
に
よ
り
、
再
興
さ
れ
、
今
日
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
流
鏑
馬
は
、
ほ
と
ん
ど
が

神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地

の
神
社
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社

で
は
稲
荷
の
大
神
様
に
来
年
の
作
柄
の

豊
凶
を
占
う
神
事
と
し
て
、
毎
年
十
一

月
三
日
に
笠
間
藩
弓
馬
訓
練
場
跡
に

特
設
馬
場
を
設
け
、
小
笠
原
流
宗
家
の

奉
仕
に
よ
り
古
式
ゆ
か
し
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
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ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

当
社
に
は
「
月
詣
り
」
を

さ
れ
る
崇
敬
篤
い
方
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
月
詣
り
と

は
、
月
毎
に
大
神
様
の
御
加
護

を
受
け
、
前
月
よ
り
の
平
穏
無

事
を
感
謝
し
、
新
た
な
御
神
徳

を
頂
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

月
詣
り
の
方
に
は
季
節
の
花
の

色
を
表
し
た
御
幣
を
授
与
し
て

お
り
ま
す
。
ど
の
月
か
ら
で
も

始
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
受
付
ま
で
お
申
し
出
下

さ
い
。

祈
祷
案
内

七
五
三
詣
り

七
五
三
詣
り
は
、
古
く
子
供

が
成
長
す
る
過
程
で
行
わ
れ
て

い
た
髪
置
（
か
み
お
き
）・
袴
着

（
は
か
ま
ぎ
）・
帯
解
（
お
び
と
き
）

と
い
っ
た
通
過
儀
礼
が
起
源
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
は
主
に
三
・
五
歳
の
男

の
子
、
三
・
七
歳
の
女
の
子
が
お

詣
り
に
来
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

大
神
様
の
御
加
護
に
よ
り
、

お
子
様
が
今
ま
で
無
事
に
過
ご

し
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

今
後
も
健
や
か
に
成
長
す
る
事

を
ご
家
族
皆
様
で
ご
祈
念
下
さ

い
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
予

約
も
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kasam

a.or.jp/

奉
納
募
集

当
社
で
は
威
儀
具
や
祭
典
に

用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納
を

お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
奉
納
頂
け
る
方
は
当
社

社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉
納
頂
き

ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
奉
納
者
芳
名

　
「
結
婚
式
用
台
杯 

一
〇
〇
個
」

　
　
　
　
　

国
井　

弥
生
殿

　
　
　
　
　

河
尾　

洋
子
殿

　
「
千
早　

二
領
」

　
　
　
　
　

小
一
条　

忠
平
殿

　
「
陶
器　

薫
風
」

　
　
　
　
　

井
上　

壽
博
殿

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福
寿
草
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
御
幣

で
す
（
一
月
・
金
色
）
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平
成
二
十
三
年
の
新
春
初
祈
祷
を
受
付

て
お
り
ま
す
。

昇
殿
参
拝
を
し
て
、
御
祈
願
を
致
し
ま

し
ょ
う
。

◆
祈
祷
時
間

一
月
一
日　
　

〇
時
～
五
時
、

　
　
　
　
　
　

七
時
～
十
七
時

二
～
三
日　
　

八
時
～
十
七
時

四
～
七
日　
　

八
時
～
十
六
時

十
六
日
以
降　

七
時
四
十
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
十
六
時

◆
祈
願

・
家
内
安
全　
　

・ 

五
穀
豊
穣

・
商
売
繁
栄　
　

・
開
運
招
福

・
交
通
安
全　
　

・
身
体
健
全

・
厄　
　

除　
　

・
学
業
成
就

・
方
位
除　
　

・
合
格
祈
願

・
病
気
平
癒　
　
　
　
　
　

等　

 　

　
※�

新
春
初
祈
祷
の
当
日
受
付
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
さ
れ
た
方

が
便
利
で
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
６
―

７
３
―

０
０
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

�http://w
w

w
.kasam

a.or.jp/

お
知
ら
せ

正
月
期
間
中
は
、
当
社
参
集

殿
前
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
左
記
地
図
の
駐
車
場
を

ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
交
通
規
制

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

笠間小
常陽銀行

ジャスコ
ポレポレ 駐車場

駐
車
場
・
外
苑

笠間
稲荷神社図書館

消防署

公民館
石本病院

笠間高

笠間市
商工会

県信

結城信金

セイブ
至小山

至友部

至水戸至小山

日動
美術館

笠間中

笠間駅

正
月
祈
祷
案
内
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本
殿
の
裏
に
狐
の
群
れ

で
出
来
た
山
が
あ
る
、
こ

れ
は
人
々
の
信
仰
の
形
を

山
に
模
し
た｢

お
塚
信
仰｣

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

稲
荷
神
社
の
狐
は
福
狐

と
言
わ
れ
、
人
々
の
願
い

を
運
ぶ
お
使
い
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

月
日
と
共
に
信
仰
が
広

ま
り
、
数
が
増
え
群
れ
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。　

　

深
緑
の
中
、
本
殿
の
裏

か
ら
静
か
に
人
々
の
願
い

を
運
ぶ
狐
た
ち
、
時
間
と

共
に
崇
敬
の
心
が
広
ま
る

稲
荷
神
社
独
特
の
風
景
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。



その他、ご質問等ございましたら、神社社務所までお問い合わせ下さい。
笠間稲荷神社社務所０２９６（７３）０００１

Ｑ �

神
宮
大
麻
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

Ａ �

神
宮
大
麻
と
は
、
皇
室
の
祖

神
で
あ
る
天
照
大
御
神
を
お

祀
り
す
る
伊
勢
の
神
宮
の

お
神
札
（
ふ
だ
）
で
す
。
神

宮
は
日
本
全
国
を
お
守
り
下

さ
っ
て
い
る
我
々
の
総
氏
神

で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

地
域
を
お
守
り
に
な
る
氏
神

神
社
と
、
崇
敬
さ
れ
る
神
社

と
共
に
、
神
宮
大
麻
も
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。

神
社
の
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電話0296（73）0001㈹ FAX0296（73）0002  テレホンサービス0296（73）0003ホームページhttp://www.kasama.or.jp/
Eメールinfo@kasama.or.jp   編集発行人／塙 東男　本誌の写真、イラストレーション、記事の無断転載を禁じます。

Ｑ �

注
連
縄
の
飾
り
方
を
教
え
て
下

さ
い
。

Ａ �

注
連
縄
と
は
、
神
社
の
社
殿
や

鳥
居
、
神
棚
に
掛
け
ら
れ
る
縄

の
こ
と
で
、
そ
の
場
所
が
神
聖
・

清
浄
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
一
方
が
太
く
、

も
う
一
方
が
細
い
注
連
縄
の
場

合
、
一
般
的
に
は
太
い
方
を
向

か
っ
て
右
側
に
、
細
い
方
を
左

側
に
し
て
掛
け
ま
す
。

Ｑ �

古
い
お
神
札
等
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す

か
？

Ａ �

お
受
け
に
な
っ
た
神
社
へ
お
納
め
下
さ
い
。

包
装
紙
や
袋
は
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
お
納
め
に
な
っ

た
時
に
は
御
礼
参
り
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ �

稲
荷
神
社
と
い
え
ば
狐
で

す
が
、
狐
は
神
様
な
の
で

す
か
？

Ａ �

神
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
神
社
に
あ
る
狛

犬
と
同
じ
く
、
神
様
に
お

仕
え
す
る
動
物
、
神し
ん
し使
で

す
。
神
使
は
稲
荷
神
社
の

狐
の
他
に
、
八
幡
神
社
の

鳩
、
春
日
大
社
の
鹿
、
天

満
宮
の
牛
、
珍
し
い
も

の
で
は
二
見
興
玉
神
社
の

蛙
、
松
尾
大
社
の
亀
な
ど

様
々
で
す
。


